
瓢、

銭
琶：、

霧‘
デお・

1！

煙　．

f”

1　～

覚’・，

欝

「

304

Ulll”川川川”III”ll川III””川1”1””1””””III””1””川1川””””ll川1”111川IIII””1””“““川川1”ll””””1””1”1川1””1””川“1“川lm“U“川L

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　・都市大気汚染の問題
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　大阪，東京，尼崎，川崎等の都市

大気汚染の問題は近年やかましくな

っているが，まだ十分なデータもま

とまっていない現状である．無計画

のまま放置しておいていいものでは

ないから，おくればせでも計画を立

てて，まず現状をしっかりおさえる一

観測から始めるべきであろう，．デー

タをにぎってはじめて都市計画その

他の立案が可能になるわけである．

　都市大気汚染の問題は多方面にわ

六つているので簡単に割り切って考．

えることはできない．イギリスの大

気汚染委員会が1954年に出した意見

書ヒよって問題点をぴろってみるこ

とにしよう．大気汚染の性質と影響

の面からみると，かいつまんで次の

ようなことになる．

1）大気汚染の最大のものは石炭，

　重油などの燃焼からおきるもので

　ある．

2）重工場地域で問題は最も深刻で

　ある．

3）大気汚染には煤煙や小砂利や塵

　埃のように目に見えるものとガス

　状で目に見えないものとがある．

　目に見えないもののうち最も重要

　視すべきものは硫黄の酸化物であ

　る，

4）煤煙の半分以上は工場と鉄道が

　原因である，が同量の石炭が家庭

　で燃やされ，煙突が低いため大気

　の低層では工場にくらべて約2倍．

　の煤煙源になっている．

5）小砂利や塵埃も鉄道と工場等か

　らくる，

6）亜硫酸ガスも工場と家庭用燃料

　とから出る．

7）人間の健康に及ぼす影響は大き

　い．

　こ・のうち最後の問題は十分研究さ

れてはいないが，いくつかの統計数

値がある．たとえばイギリスと他の

国とをくらべると第1表のような結

果になり，イギリスとウエールスは

格段の差を示している．むろん気候

や家屋条件や他の影響があることだ

ろうけれども，主な原因は工場にあ

ることが第2表からも言える．．

　上にあげた問題のうち，工場源の

汚染は今までもよく注目されてきた

ところであるが，新しく家庭源をと

りあげているのはおもしろいところ

である．家庭で煤煙を放出するのは

冬の暖房期に多いが，冬のsmo9に

影響を与えている．家庭用煙突は工・

場の煙突に比べて背が低く，，家庭煤

煙の拡散は大気の低層にひどい効果

をおよぼす．その上家庭の燃焼は工

場と違い管理が十分とは言えないこ．

とも見のがせない．家庭煤煙をどう

するかにっいてはいろいろな意見が

あることであろう．し》・し実際にど

うすればよいかということになると

’
困 難が多い．そこで委員会は実行可

能な案として，煤煙禁止区域を設定

しようと提案しているのはおもしろ

いことと言えよう．その地域に居住

する人は燃料として石炭や重油を使

用しない．電気かガスだけで暖房や

　　　　　　、ノ■
調理にあてる一というのである．そ農，

にしても，これらすべてゑ総冷i　Iして

　　　　　　　　　　　　　　ヤの
効力を持たせるのは条例か法律によ

るのであるが実際の運営にあたって

は気象参木き塗役割を演ずる・大都

市の都市計画に気象を無視した立案

はできない．大工場地区，曙小規模な

工場地区・商業中心地域・住宅地区

官庁，会社，銀行等の地域等1ま気象，

主として風向によって立案されなけ

ればならない．大工場が冬の卓越風

の風上にあるために，住宅地域が汚

染されていて問題になっている例は

わが国にも多い．また住宅地域内に

はげしい汚染源としての工場がそき

たために，住宅の人々に不快な影響一

を与えている例はいくらもある璽操

車場の近くにある学校で空気汚染の

ために授業もできないという話も聞

いている．　　　・

　これらの問題に対して要望される

ことは，まず立法であるが，そのた

めの実態調査が何よりの急務であろ

う。その上で大きな計画の見地から

具体案を立て，逐次実施に移されな

ければならない．また関連する研究

たとえぱ無煙燃料の研究，煤煙拡散

の研究・都会内の森杯と煤煙との関

係，有毒ガス防止の研究等数えあげ

ればきりがないほどであるが，．いず『

れも大局計画の中の一環として重視

されなげればならないものである．

　　　　　　　　，（気象研究所）

第1表　気管支炎による死亡率（人口10万人につき）
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第2表　呼吸系病り死亡率（人口10万人につき）

死　因 人口10万以
上の都会

5万～10
万の都会

5万以下

の都会
農　　’村 →

肺　　　　　炎　　47．90
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他の呼吸病　11・19
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